
「対話」から「内容生成」、そして「エー
ジェント」へと進化するAIの動向を踏ま
え、技術拡散理論の観点から社会発展にお
けるAIの役割を論じます。特に、外国語を
媒介とする異文化コミュニケーションの文
脈において、AIが学生のメタ認知を刺激し
自立的な価値観や判断基準の形成をいかに
サポートできるかを考察し、AIをインフラ
とすることで異なる文化や専門分野の融合
を促す「AI駆動型知識共創」の未来像を
提示します。

入退室自由のサロンです。
会員・教職員との交流の機
会にご活用ください。

AI
を超えた異文化コミュニケーション

李 冠宏　

中国広西出身。英国スウォンジー大
学修士課程（計算と未来インタラク
ション技術専攻）、北陸先端科学技術
大学院大学博士後期課程（知識科学
研究科）修了。博士（知識科学）。専
門分野は情報工学、認知脳科学、計
算社会科学。現在、京都外国語大学
国際貢献学部グローバル観光学科准
教授。近年は、社会の持続可能性と
技術進歩の関係性、観光DXと観光産
業の持続可能な発展に関する数理モ
デル、AI・データ時代の大学教育の
構造的再構築の理論的な枠組みな
ど、学際的研究に従事している。

発表内容

AI駆動型社会における
人文社会系教育の役割と
「知の共創」

4号館6階　北会議室

13:00~16:30

2026年6月20日（土）

京都外国語大学国際言語文化学会　総会・サロン

講師 ： 李 冠宏　京都外国語⼤学准教授

サロンのご案内

講師紹介

スケジュール

 13:00～13:30　総会

 13:30～15:00　サロン

 15:00～16:30　懇親会

 
























（お茶菓子・ドリンク）
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